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（日本） ﾏﾈﾀﾘｰﾍﾞｰｽ（7月） 金融政策決定会合 岩田日銀副総裁、講演（横浜市）景気動向指数（6月）

営業毎旬報告（7月31日現在） 議事要旨（6月15、16日分）

日銀が保有する

国債の銘柄別残高

日銀による国庫短期証券の

銘柄別買入額

（海外） 米 建設支出（6月） 米 個人支出（6月） 米 ADP雇用統計（7月） 米 週間新規失業保険申請件数 米 雇用統計（7月）

米 ISM製造業景況指数（7月） 欧 ﾕｰﾛ圏生産者物価指数（6月） 米 ISM非製造業景況指数（7月） （7月30日終了週） 米 消費者信用残高（6月）

欧 ﾕｰﾛ圏製造業PMI 欧 ﾕｰﾛ圏総合PMI(7月、改定値) 欧 ECB経済報告

（7月、改定値） 欧 ﾕｰﾛ圏ｻｰﾋﾞｽ業PMI 英 BOE金融政策決定、

(7月、改定値) 四半期物価報告発表

欧 ﾕｰﾛ圏小売売上高（6月）
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＜レポ＞＜レポ＞＜レポ＞＜レポ＞
足許GCは先週末に引き続き△0.09％近辺の出合いから始まった。月末取引となる29日受渡しでは、SNで△0.12%レベルの出合いが一部見られたが、TNでは

△0.09%までレートが戻る展開となった。TDB3M発行日の1日受渡しでは△0.07%まで上昇。週末の日銀金融政策決定会合では政策金利の据え置きが決定され、

特段波乱なく△0.08%～△0.09%レベルで出合い越週した。

SCは10年336回債、30年50回債などが週を通してタイトな出合となった。その他2年365・366回債、5年127・128回債、10年325・328・329・330・332・336・337・338・

340・341・342・343回債、20年153・154・155・156回債、30年48・49・50回債などに引合いが多く見られた。

＜インターバンク＞＜インターバンク＞＜インターバンク＞＜インターバンク＞
今週の日銀当座預金残高は週初299兆円台から始まり、国債買入・国庫短期証券買入オペ等を主な要因として増加

基調を辿り、週末は302兆円台となった。

無担保コールON物は先週に引き続き地銀・証券を中心に調達意欲が強く、加重平均金利は△0.033～△0.028%で推

移した。しかし、月末となる29日は金融政策決定会合の影響もあり、調達を控える動きが見られたため、△0.046%に

低下した。ターム物は、1～2W物を中心に△0.02～△0.03%の出合が散見された。

28、29日に実施された金融政策決定会合では、金融緩和の強化を賛成多数で決定した。ETFについて、保有残高を

現行の年間約3.3兆円から年間約6兆円に増額する。一方、長期国債の買い入れペースや、日本銀行当座預金のうち

政策金利残高に適用するマイナス金利（0.1％）は据え置いた。

来週の材料は、国内では岩田日銀副総裁講演(4日)、景気動向指数(5日)、海外では米国雇用統計(5日)などが挙げ

られる。

＜ＣＰ＞＜ＣＰ＞＜ＣＰ＞＜ＣＰ＞
今週の入札発行額は約14,000億円で、期落ち額約12,000億円（金融機関・ABCP除く）を上回った。カード会社による月

末の大型発行の他、幅広い銘柄で大型案件が見られた。

a-1格相当銘柄の3M物入札発行レートは、0.0010％割れで推移した。

現先レートの中心は、△0.100％～0.000％程度で推移した。

＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞

28日に国庫短期証券3Ｍ第623回債の入札が行われたが、最高落札レートはそれぞれ△0.2745%（前回債△0.2505%）、平均落札レートは△0.2933%（同△0.2685%）と

前回債と比べて利回りは低下した。セカンダリーは3Ｍで△0.25％近辺の地合いとなっている。6Ｍ、1Ｙは目立った出合は見られなかった。来週4日に3Ｍの入札が予

定されている。


